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少数株主権等の行使をしようとする株主（加入者)

申出受付機関 報告依頼先機関

①個別株主通知
　の申出取次請求

①受付票
　交付

⑦個別株主通知済
　通知書交付

②個別株主通知
　の申出取次 ⑤報告 ⑤報告

振替機関

⑥個別株主通知

発行会社（株主名簿管理人)

④個別株主
　通知日の連絡

⑦個別株主通知済
　通知書交付

④個別株主通知日
　等の連絡

③報告の
　依頼



個別株主通知明細

○○○○株式会社　御中

受付番号
…(16桁)…

株主番号
99999999

株主等照会コード
…（21桁）…

外国人区分

個別株主通知日 平成24年９月18日

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
証券代行部

外国人保有制限銘柄に係る外国人でない

申出受付日 一部通知区分
平成24年９月11日 加入者の保有する株式の全部が通知対象 法人 居住者

個人・法人区分 非居住区分

本人 123-4567 東京都○○区○○○丁目○番○号

移動日
24-2-11
24-3-16
24-4-3
24-8-29
24-9-10

0
1,000

－1,000
1,000

0

増減数量 残高数量
1,000
2,000
1,000
2.000
2,000

(内訳）増減資等数量　効力発生日

以上

○川　○男
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J震衿制度における「個別株主通知」の実務

〔同表，1) 全株懇の株式取扱規停モデル （抄J

tr. 3章 妹主確認

（株主確認）

第10条株主（制別株主j通知を行った株主を含む。） が請求その他株主権行使 （以

ト｜論求等」という ο）をすゐ場合，当該詰）R等脅本人が行ったことを証すゐも

の（以下 「証明資料等jというJ を添付し，または提供するものと守る町たど

し，当会紅において本人からの請求等であることが確認できる場合はこの｜探りで

なし、e

2 当公宇十に対する株キからの請求等が，証券会計等および機構をiii!じてなきれた

場合法， 株＋本人からの詰ぷ等とみなし．証明資料等法要しない。

3 代理人；こよ り請求等をする場合は，前n良の手続主のはか， 体主が署名まには

記名押印した委任状を添付するものとする。委任状には，f任行の氏名または名

,ftおよび住所の記載を裂するものとする。

代理人についても第 1項および第2項を準用すゐu

第，1主主 株ヰ拡行使の手続き

（少tt株主総等）

第11条桜林渋第147条第4項に規定された少数妹主械等を当会紅に対してl有接h

使するときは，制~lj株主通知の巾 /I＇，をしたうえ，署名または記名押印した舎面に

より行うものとすゐ‘

（単元米満株式の買取請求の)j会iL、）

(;ti12条 単冗未満fk1¥IJ）民社x請求をするときは， 機併の定めるところにより，証券

会札等および機構を通じてhうものとする。

使 で舎権 た 市 L、 ーー「 り 権 の い権
で権 あ 国 等条害 出 少 -c ｛合 金 等 名 苦－ グJ 発
あ 平lj る の て 面 ぐ，r' 数説 〆コ 株 以の 柄、 定行 行
る 行 。 よ千丁ム に済株 明て懇下什f史 をめ使会
’ f史、’F

り 使 よ ま 主す、」で 刷 るの社

f丁方 2りせ権 る 少 と は の い株千は
空J島ピ 出rd< 使 j去 千丁た 等の数ぃ、予る式続
証 し すが ぞd目、う後 の 株」、二 う会－ 続 ニ取を 定
す ... べ規 （ 行 ）国をと扱 A' 款
る lま き定び株名者使 維等 の 定色規めの
員L

、
旨さ書式 i土 株 芸め多程た 授

明株 をれ 取ま、 の式 るい（ 株権
資 宇． 明て法扱 た 倒 行取述の ） 「式 に
料本 篠いに規は別 使扱凱介がにハ空に 基
等人 化な U： 秤 記株 の 会一、 関づ
(/) し い少 モ 名主 下程 F 般 少； i＇い
t桑 よ たた数デ押 通 続 モ 以的数 るて
H る もめ株ル印知 ド、デ下で株主 規則取株主
を 1'T の 、 主 し のつル ‘ あ 扱

（阪大法学） 62 (:l ・ 4 －~H:l) 1119〔2012.11)



要
「
る

r

株
式
以
扱
境
問
モ
「
ル
信
一

Jj; 

株
主
計
際
ァ
化
前
は
、

あ
ら
か
、
グ
約
九
九
行
会
L
u
i

じ
屑
け
出
ム
れ
て
い
る
印
訴
を

。
犬
木
お

行
持
、
書
ぃ
一
に
押
印
1

－
ftwら
ぺ
当
該
印
り
が
と
阿
川
hu
印
の
印
影
が
ん
は
投
与
、
い
や
こ

yJγ
崎
市
認
す
る
方
法
が

肢
に
採
尺
さ
れ
て
い
ん

日
川
川
、
株
高
電
4
J
化
後
は
、
こ
の
届
出
印
判
明
度
は
ハ
ん
汁
さ
れ
て
し
ま
っ
た
み
／
J

町、

証
明
長
川
什
等
の
添
付
に
よ
り
虻
認
「
る
戸
一
と
と
し

C
い

る。
通
f
h

もコ、
1
5
 あ
ら
小
じ
め
杓
ヱ
と
同
誌
が
あ
る
場
合
な
ど
、

パ
元
仁
会
社
が
本
人
：
伊
ら
の
請
求
一
一
ナ

E
あ

刑
問
吋
資
料
等
の
一
一
い
お
が
な
く
C
J
U
、

る
こ
と
士
唯
一
訟
で
き
る
坊
ム
ロ
は

年
斗
資
料
寺
市
川
崎
い
什
い
な
し
じ
橘
川
り
わ
伐
を
受
引
け
て
差

L
支、
λ
＆
い

ιT
弐
取
扱
境
問
作
エ
ア
ル
第

、
い
わ
栄
治
一
項
れ
だ
し
喜
兵
一

ふ
ザ
ホ
ム
戸
～
、

代
理
人
会
一
通
じ
て
権
引
f

什
付
す
ミ
ト
y
I
t
は、

株
、
一
が
宮
名
ま
と
は
記
名
押
印
し
た
委
紅
パ
の
添
付
も
必
要
と
な
る

、
；
、

相
式
不

相
以
沼
法
モ
ィ
ア
ル
第
一
八
）
条
第

委
任
状
｝
円
よ
り
代
市
川
弘
子
授
に
守
三
れ
た
代
坦
人
本
ー
へ
が
権
利
行
伎
の

F
読
を
行
つ

五i

そ
の
場
合

て
い
る
こ
ど
を
位
必
ず
る
七
め
、
代
理
人
に
つ
い
て
も
一
礼
町
資
思
い
や
守
的
添
付
を
安
す
ふ
、
と
と
な
る

〈
株
式
取
扱
混
守
口
モ
デ
ル
第
一
一
い
い

条
日
有
パ
凶
聡
〕

J

実
際
の
手
数
抹

fr他
υLT

の
行
局
千
人
心
場
ぃ
一

C
J
B
、
株
ム
促
バ
V
4
惟
の
行
使
に
郎
防
1

〕て

o
／
＼
克
h

わ
れ
る
よ
う
い
い
、
多
数
の
持
主
が
廿
λ

川
？
午
、

権
利
第
一
行
使
す
る
場
人
け
が
あ
る
τ
F
～
の
場
人
口
に
は
、
側
々
の
株
亡
が
ぞ
れ
ぞ
計
の
戸
川
山
管
昭
枝
問
に
討

J

個
別
怜
－
通
知
の
白
出
を

打
っ
た
う
え
亡
、
日
世
々
の
株
！
一
が
庁
、
表
お
で
あ
る
株
主
い
汁

L
に
品
交
任
状
（
口
外
的
い
は
「
校
主
提
案
地
ノ
仁
筒
合
吉
辛
口

争
と
り
わ
称

で
あ
る
こ
と
も
多
い
、
を
提
出

L
、
代
表
者
で
あ
る
枚
上
が
権
利
打

vkz百
十
凶
と
本
人
分
の
証
明
資
料
等
、
委
任
者
で
あ
る
他
力

委
年
川
状

2
証
吟
資
料
斗
J

を
と
れ
ま
と
め
ど
発
行
会
社
じ
保
出

L
て
世
数
件
、
土
弘
法
J

を
じ
慢
す
る
。
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3 

発
行
会
社
に
よ
る
権
利
行
怖
い
川
必

少
数
株
十
一
住
専
の
行
役
ー
が
あ
っ
た
鳩
合
、
発
行
会
批
は
、
「
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
丈
J

宅
H
4
Z
」
に
一
命
一
。
行
怖
円
で
あ
る
こ
と
の
ー
か

－h
M
別
株
主
通
明
後
刈
氾
向
付
U
L
川
の
ト
ド
校
で
あ
る
こ
と
、
な
氏
宅
捜
川
会
一
品
た
し
と
い
る
こ
と
、
ま
え
J
4主
人
に
よ
る
行
品
川
と
あ
る
こ

と
、
を
砕
誌
の
？
？
？
札
制
刊
行
使
l

旬
、
心
仁
る
こ
と
と
な
る
。
ハ
土
料
い
訊

L
Pら
、
小
よ
な
し
な
立
丁
池
等
の
わ
快
い
係
b
対
芯
指
針
と

L
に
「
台
数
株

主
権
年
プ
仁
仙
川
対
応
指
針
、
回
出
却
し
代
わ
ゐ
社
、
土
本
人
一
パ
体
北
方
法
に
係
る
事
法
一
指
針
と
し
て
「
楳
主
本
人
確
認
借
針
一
を
そ
れ
ヂ
丸

川
｛
屯

L

会
員
の
参
背
ペ
ド
供
し
て
い
る
。

組
問
ム
株
モ
直
知
的
問
m門
波
間
口
約
の
行
使
で
あ
る
二
と

生
数
株
土
椎
寺
会
一
行
使
し
た
株
ム
下
に
つ
い
て
、
個
別
株
、
一
通
知
ド
発
行
会
社
〆
林
一
名
川
持
管
型
人
一

に
到
芭
し
て
L
ム♂士、トと

JF時
訳

ー
さ
ら
に
伺
叫
株
i
l

ェ一応的
υ

片
山
道
間
以
内
に
行
慌
が
な
台
、
れ
て
い
る
ふ
と
を
五
認
す
る

指＂＇制反における「明知 j怜ギ周知一の主主持

悩
別
株
主
通
灼
が
発
行
八
五
日
刊
に
到
注
し
γ

L
な
い
嶋
告
は
、

除
則
ー
と

L
て、

権
利
行
伎
を
杓
同
化
す
る
付

こ
J

一
、

／
丈

i

個
別
株
主
涙
知
的

法
的
性
質
は
、
少
数
株

μ

惟
与
の
行
品
川
、
の
際
に
臼
己
が
枕
＋
で
あ

7T
一
と
を
発
打
ム
主
任
じ
対
抗
す
る
ど
め
の
対
抗
要
件
て
あ
る
て
前
す

で
さ
ご
あ
ぺ
有
効
な
個
別
株
土
通
知
を
え
く
場
合
ご
あ
っ
て
も
、
不
可
行
会
糾
は
、
そ
の
u
R
H
H

ノ
判
断

μ
よ
り
、

H
h
意
に
世
数
株
十
他

ぞ
の
行
伐
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

ぜか
L
な
が
己
、
ど
の
よ
、
？
な
事
情
が
あ
る
か
一
へ
川
に
個
別
株
三
均
知
な
L
に
A
Y
数
株
5

工桟
r

守
的

行
使
を
認
め
る
の
力
、
判
併
に
述
、
っ
こ
し
f
一
が
考
え
ら
れ
る
し
、
F

れ
を
広
く
認
め
る
L

恒
引
い
枚
主
通
注
引
制
昨
日
耕
一
己
円
を
没
却
ヲ
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
右
い
た
め
、
恒
引
幹
子
ヱ
伯
u
j

知
一
な
し
い
れ
γ

設中
v
r
T
T
権
等
の
行
使
を
一
J

仙
の
山
カ
ど
う
か
は
怯
申
に
斗
叫
す
べ
き
で
あ
ろ
え
1
2
り

配
刊
～
十
が
よ
巴
近

i
位
機
内
却
に
い
け
し
て
宮
川
刊
株
主
混
対
均
時
山
内
取
次
請
求
を
ー

恒
川
叫
株
主
一
追
加
が
到
達
す
る
前
に

発
行
会

ま
「人

H
ト
対
L
f
u
f／
数
件
ワ
エ
悔
生
J

今一行仙川
L
た
埼
含
に
は
、
枚
、
一
の
千
一
冗
い
は
JP近
上
牧
機
刈
か
ら
交
付
さ
れ
た
受
付
事
l
J
存
在
ー
ヨ
τ

る
い
数

日
後
二
同
個
別
株
、
ム
ム
ヴ
超
知
が
到
庄
一
す
る
こ
い
〆
一
に
な
る
の
で
、
祉
作
士
が
ノ
汀
伎
し
よ
う
と
す
る
捲
れ
六
六
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
心
白
湾
問
を
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加
人
統
す
る
た
め
受
付
票
の
提
供
JrfM
け
、
も
っ
て
少
数
株
÷
栓
与
の
行
法
を
認
め
る
こ
と
が
以
旬
、
え
ら
れ
る

do
つ／一
J
也
、

じ
住
管
理
機

関
川
叫
、
個
別
株
ニ
通
知
対
象
給
料
川
の
残
坊
が
な
い
山
明
白
で
あ
リ
ピ
ー
も
、
個
別
株
一
通
知
の
白
山
J

の
山
以
下
次
一
丙
ボ
を
サ
付
け
る
一
一
と
か

b
、

士
山
別
衿
γ
す
通
仕
一
tT
発
行
会
社
に
刻
f
礼

L
と
と
の
内
’
れ
を
位
認

L
に
み
た
j
こ
ろ

4

何
百
じ
が
ゼ
円

j
い
も
つ
円
能
川
す
ー
が
あ
る

一
の
よ
う
む

旭
日
山
絵
主
活
和
は

υじ

υ
通
ー
記
一
一
と
一
Vdば
九
b
こ
と
が
あ
る
）
。

ノ，一ミ
j

LLr八
ιカ
J

一一
1

戸／川川二
T
の
m
V恨
の
み
で
台
数
千
日
刊
子
権
苛
の
行
便
芸
認

め
る
の
は
以
ら
れ
れ
一
場
合

ト
関
川
さ
れ
て
い
る
言
相
川
内
閣
覧
請
求
な
と
】
い
な
お
ち
の
と
目
わ
れ
る
ー
原
制
的
会
取
扱
い
と

L
て

I± 

い
ヲ
た
ん
行
山
吉
凶
持

Jth引
か
ヲ
た
う
え
で
保
留
扱
い
と
し
長
際
に
同
日
日
川
状
、
ド
六
百
一
加
が
な
手
れ
た
昨
今
一
も
コ
て
抱
利
行
僚
が

あ
っ
た
も
の
と
収
扱
う
こ
と
が
昔
一

f
ら
れ
る

択
し
1

個
別
林
、
士
通
知
が
発
行
会
計
〆
株
土
名
簿
皆
川
岬
人

J

一
に
到
法
し
た
p
h
m
沌
間
経
過
後
に
、
合
数
株
上
権
註
J

が
行
問
さ
れ
れ
’
場

合
、
当
該
個
別
株
、
士
連
」
矧
は
先
行
会
朴
｝
山
汁
ず
る
対
抗
事
件
を
満
た
さ
な
い
の
で
、
十
草
山
と

l
て
、
ル
惟
利
行
慌
を
F
W
V
J
j
る
ニ
と
に
な

る
c

た
だ
し
、

悩
別
株
主
述
灼
が
な
ぎ
れ
て
い
会
い
場
台
と
向
い
称
い
、

住
吉
、
に
小
VJ

発
行
会
社
内
頁
仁
と
判
断
；
よ
り
、

守
一
の
場
合
も
、

川
以
株
士
権
与
の
打
筏
を
認
め
る
こ
こ
は
川
」
九
で
あ
，
Q
I

法
去
し
中
吾
作
を
満
三
し
て
い
る
一

少
数
株
十
一
住
専
の
行
中
一
に
係
る
保
有
株
式
数
安
件
や
継
続
侭
有
喫
件
の

、
個
別
株
主
通
知
的
問
符
を
克
れ
ば
確
認
で
き

る
。
た
丈
し
、
住
引
い
吹
け
迫
祉
は
申
出
一

JYHド
ト
の
前

E
ま
で
均
株
式
市
木
有
状
況
を
品
川
J

す
る
も
の
で
あ
り
も

笠
析
に
は
、
包
副
株
十
嵐

恥
小
乃
到
支
払
河
耳
州
九
州
刊
以
河
川
権
利
行
収
時
点
で
ム
要
件
を
満
L

J

し

Z
い
る
が
J
で
っ
か
｛
た
ふ
M
tは
な
い
η

ん
て
チ
～
で
＼

i
l
i
、iLTR

タ

prfs干
し

内
情
祁
淀
川
ハ
諸
点
を
行
い
、
治
下
品
味
、
ヂ
ぃ
デ
権
制
刊
行
慌
時
占
円
ご
も
法
J

止
…
安
比
ず
さ
満
た
し
て
い
ゐ
か
〆
う
か
を
確
認
す
ゐ
こ
と
が
与
え
ら
九

る。
桜
替

U
症
の
加
へ
脊
ま
た
は
一
l
中

7
3理
由
を
有
ヂ
る
税
評
席
以
下
告
は
直
近
t
l
y
L
機
応
L
M
叫
し
ご
仮
芯
口
出
簿
の
記
録
に
綜
zra
情
郊
の
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提
伎
を
求
め
る
こ
と
に
d

で
き
る

必
要
ド
あ
る

七
七
条
可
「
株
寸
h
h
J
株
主
権
の
行
使
要
件
手
元
に
一
て
い
る
ー
か
と
う
三
叶
認

1
る
と
め
に

は
正
乙
と
坦
＝
が
お
る
と
認
め
ら
れ
、

振
替
法

発
行
会
在
日
情
転
限
円
以
一
言
京
会
一
行
、
つ
一
一
と
が
で
き
る
コ
慌
報
提
供
諸
－
ぷ
は

匹
近

f
い
山
町
胡
tT
判
吋
叫
し
て
い
れ
ば

と
ふ
J

一
可
能
と
あ
る
が

当
該
佐
沼
上
位
機
湖
い
汁
し
て
直
誌
請
止
す
る

発
行
主
朴
は
通
吊
は

直
近
ト
μ
刊
総
司
が
甘
か
ら
な
い
の
で
、
機
構
デ
発
行
会
社
と
口
座
首
理
様
相
刊
を
伸
す
ん
す
る
ん
γ
丈
ち

c、
発
行
会
川
引
の
け
河
市
提
供
請

4

を
直
一
L
m
y

ト
位
被
坊
に
取
れ
次
ぐ
こ
と
と
し
て
い
る

情
報
提
也
八
詰
求
に
は
、

出
入
汁
内
出
開
設
す
る

γ
べ
て
の
振
替
口
底
を
対
象
し
乙
ず
る

令
部
情
報
内
清
水
と
、
出
終
口
座
管
理
決
謁
い
問
開
設
す
ゐ
桜
替
い
墜
を
対
象
と
す
る
部
分
情
報
九
日
議
ぶ
が
用
主

問
問
が
仏
J

、
な
る
一
常
、

吋
問
を
要

f
る
こ
ど
に
は
な
る
が
、

法
定
要
件
の
充
足
を
往
生
天
与
叶
片
町
山
叫
す
る
た
め
：
伸
、
論
者
の
全
部
情
報
の
請

求
を
げ
っ
こ
レ
ふ
に
な
る
と
思
わ
れ
る

な
お
、
個
別
株
、
士
連
矧
の

u
r
h四
日
位
向
は
、
法
令
！
い
よ
り
個
別
株
士
通
知
に
汁
抗
刀
h

ア
一
首
め
ら
れ
る
期
間
で
あ
る
こ
と
う
〉
ら
、
二

指＂＇制反における「明知 j怜ギ周知一の主主持

の
期
間
中
に
お
い
て
は

発
行
会
叫
引
か
ら
清
ぷ
株
、
一
上
！
円
つ
い
て
情
常
提
供
請
求
に
J
っ
て
株
」
丁
で
あ

t

む
か
汗
か
を
当
然
に
時
記

1
る
必

要
が
あ
る

τし
2
」1
一
に
は
な
ら
な
し
に
も
寸
と
も
、
人
J

ご
」
、
ズ
ゴ
、

出
始
’
打
ノ

f
Fい
じ
お
ド
て
、

少
数
怜
工
M

惜
斗
の
わ
使
を
1

》
て
つ
己
す
ら

ヌ
ヂ
り
一
該
合
数
抹
工
性
斗
の
行
押
、
叫
吋
に
お
い
て
は
保
台
要
件
川
守
会
充
弘
二
、
い
な
い
こ
と
戸
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ち
ず
、

向
山
別
抹

三
通
知
が
さ
れ
て
い
る
土
と
？
？
句
も
っ
て
、
少
数
株
主
権
M
f
の
ノ
汀
伎
を
認
め
三
寸
勺

2
場
人
け
に
は
、
取
秘
伐
の
菩
菅
祈
主
円
山
実
務
違
反

日
小
閉
山
間
口
と
さ
れ
浮
る
。

持
ギ
本
人
に
上
告
む
便
C
あ
る
戸
一
し
ん

ι
h川
引
仔

J
札

P1
化
品
位
は
同
出
可
制
授
が
泌

H
さ
れ
七
こ
と
か
山

従
前
の
よ
う
に
詰
求
吉
等
ぶ
押
年
さ
れ
ど
却
混
と
出
品
一
斗
と
を
出
台

L

ピ
株
＋
f

力
本
人
峰
山
誌
を
じ
う
二
と
は
「
さ
な
く
な
ー
だ
。
こ
の
山
一
に
つ
い
て
‘
全
昨
日
訟
は
、
犯
罪
し
よ
る
収
掃
の
移
転
鴻

H
に
判
明
す
る

へ
以
一
花
山
中
収
品
移
転
向
川
法
」

I1じ
て
本
人
権
誌
を
行
う
こ
ト
〆
を
検
討
し
た
が

犯
担
収
益
移
転
防
止
法
1
」同

1主
律

－
一
、
｝

J

〆

1
〆

1

！、
d

j
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機
関
に
円
九
二
＼
草
取
前
求
の
取
次
市
求
を
行
う

こ
の
際
に
は
、
貫
一
以
諸
1

ぷ
い
係
る
い
匂
冗
未
満
株
式
を
買
取
代
金
の
支
払

R
に
発
行

ム
十
戸
去
の
振
梓
い
い
凶
に
振
り
存
え
る
こ
ど
を
内
M
げ
と
「
る
挺
替
自
白
を
川
時
に
行
、
つ
一

E
区
富
樫
際
聞
は
、
買
取
一
丙
求
に
係
る
い
一
河
未
満

対
式
が
日
張
品
什

U
川
町
に
あ
る
こ
と
等
を
砕
討

L
て
、
請
求
を
一
円
札
け
μ
い
け
る
η

山
貝
取
請
求
の
取
次
請
求
を
受
け
引
け
た
口
座
何
回
現
役
閣
は

機
構
に
吋

L
E当
該
買
取
詰
求
心
取
次
を
委
託
、
機
構
日
叫
ん
斗
設
買
収
請
ぶ
を
発
行
会
村
（
株
干
名
簿
皆
同
時
入
、
い
い
取
り
次
ぐ
。

と
こ
ろ
一
亡
、
事
元
未
満
株
「
点
の
回
片
山
公
明
求
砲
は
、
件
品
川
地
じ
を
J

屯
ー
の
て
与
え
ら
丸
る
准
利

f
は
な
い
こ
と
か
ら
、

h
y
w叫
綜
ム
下
p

浩一一で
J

に
一
分

組
制
さ
九
る
口
そ
う
す
る
と
、
中
川
未
満
松
パ
の
目
、
取
請
求
千
二
行
お
？
と
す
る
い
仙
川
上
は
、

i
「一L
の
買
収
清
い
水
の
手
続

j
L
L
V
っ
て
、
恒
別

株
連
泊
の
申
山
川
の
取
L
T九
日
間
求
払
ケ
f
h
行
、
）
べ
さ
？
と
と
な
る
一
仮
γ
rて
の
よ
う
な
取
扱
い
と
す
れ
ば
、
株
、
の
手
続
が
煩
到
に
な
る
こ

ー
と
は
も
J

り
ろ
ん

個
別
株
土
連

M
に
製
す
る
日
設
分

買
取
請
求
が
発
行

買
取
両
求
の
発
行
会
社
へ
の
刻
注
目
引
遅
延
し
、
山
貝
取
泊
杭

会
川
刊
！
戸
羽
川
た

L
九
九
日
向
市
場
の
終
偵
｝

や
山
間
取
代
金
の
た
～
払

H
｝

7J影
響
が
生
じ
る
こ
と
に
な

H
か
ね
な
い
じ
で
も
そ
も
単
一
花
未
荷
株

指＂＇制反における「明知 j怜ギ周知一の主主持

式
の
買
収
請
求
に
関
し
て

な
行
会
朴
が
個
別
株
、
ILM一
知
で
仙
俳
誌
す
べ
き
向
い
し
見
は
、
治
求
株
」
T
が
買
収
請
求
L

J
う
と

j
る
単
冗
未
治

村
式
を
有
二
、
い
る
か
ど
う
か
で
去
っ
て
、
こ
の
行
辻
、

じ
川
也
管
制
じ
般
闘
が
買
取
訪
日
〈
わ
取
次
百
示
会
｝
受
け
付
け
る
に
際
〆
て
も
事
認

す
る
は
ず
で
あ
る

ワ
て
、
単
冗

7

未
満
株
式
の
買
収
尚
一
京
に
コ
い
て
は
、
州
問
別
将
三
沼
知
h
d

」
で
受
け
付
け
る
こ
と
と

v
、人以

林
中
怒
の
株
式
収
摂
規
程
下
一
一
フ
ル
第

灸
は
、
「
少
数
株
三
碓
諮
る
三
一

AJTか
に
い
に

d

て
互
い
版
行
便
す
る
と
き
は
、
個
別
株
主
治
知
的
白

出
を
し
た
う
又
一
ご
一
じ
っ
旨
在
宅
町
、
第

一
一
条
は
、
「
半
止
し
未
満
株
ぷ
何
回
貝
取
請
求
を
ヲ
る
し
い
べ
い
は
、
機
惜
の
｛
止
の
る
と
一
ろ
に
よ

h

川
、
社
ー
か
会
計
ヰ
お
よ
び
機
情
を
沼
仁
ご
ヤ
ム
の
と
宇
る
と
U
Z

の
、
山
手
一
百
十
本
特
例
株
式
円
買
収
請
求
い
匂
引
於

I
沼
知
デ
不
安
な
こ

と
を
明
確
に

L
て
い
る
い
上
記
の
と
お
り
宝
引
株
主
混
対
内
法
的
仕
貨
は
発
仁
会
判
ぷ
対
す
る
対
抗
変
件
で
あ
ゐ
の
こ
、
発
計
会
社

の
す
掛

C
値
引
牧
、
士
通
知
な
し
い
日
中
一
冗
未
満
快
ハ
式
の
げ
、
取
詰
求
存
こ
＼
又
け
引
け
て
芽
し
f

子
ズ
な
い
〈
機
構
臼
y
u
h中
音
盟
関
川
苛
内
有
与
の
も

一
で
単
元
未
満
株
式
の
買
取
討
ぷ
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

個
別
株
土
通
知
な
し
一

γJスハ｝一打川げョ
AW

刊
一
慌
で
手
続
が
整
位
附
さ
れ
て
い
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マU
V

二〆台、
λ
ヲ
ω
F」
1
0

一Jh
u

よい、友久
V

J
H

メ
一
、
ノ
、
L
ム

！
ι
i
i
d
l
j
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格
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事
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発
行
会
ー
己
主
定
款
で
疋
め
る
と
と
に
で
り
監
冗
宗
満
株
主
に
与
P

一
二
九
計
る
中
元
未
満
株
式
の
買
培
訪
求
権
に
つ
い
て

も
同
紙
日
、
あ
る

（
全
枝
川
棋
む
の
柁
式
取
い
抗
相
川
畑
仕
F

？
一
戸
ル
第
六
μ

京
本
J

山｝
υ

フ

訴
訟
子
統
と
の
寸
対
日
ザ
と
喧
泌
株
主
通
止
の
時
間

少
ゑ
綜
主
権
寺
に
は

h
凡
打
会
什
に
対
し
て
行
使
す
る
も
の
の
ほ
か

法
判
所
じ
対
ず
る
訴
、
λ
内
長
起
や
仮
処
八
乃

非
一
訟
事
打
の
咋

立
て
を
山
〆
〈
す
る
も
の
日
あ
る
c

こ
う
に
一
た
世
数
株
上
祥
寺
三

J

い
て
も

振
州
ん
何
法
山
没
ん
た
を
か
ん
k
丈
通
り
に
解
釈
寸
れ
ば
、

裁
判
的
川
に
対

す

z一
一
昨
之
の
提
起
年
寸
い
お
立
つ
て
個
別
称
壬
通
知
を
要
す
る
こ
と
に
な
る

裁
判
所
に
対
当
る
怯
れ
’
山
U

佼

全
部
取
得
条
川
村
稀
類
株
式
の
九
十
1d
剛
山
県
得
に
間
一
点
ー
し
て
会
什
法
一
仁

条

、i-

＇~ 

一
一
月
七
日
示
司
法
決
乍
辻
、
「
価
悩
決
疋
同
リ
ぬ
が
k

債
υ
当
振
仕
管
法

Jll 

一
凶
七
条
川
門
張
所
史
的
「
少
数

江
司
条

株
一
円
惟
等
に
該
当
宇
る
こ
と
は
明
ち

で
、
「
振
替
株
式
に
つ
い
て
の
会
祉
法
一
七
一
条
一
項
ぶ
基
づ
く
制
惜
の
決
疋
の
申
す
て

を
A
又
け
L

J

ム
計
一
ド
「
が
、
法
判
所
に
お
け
る
株
式
悩
悩
決
｛
て
閉
す
で
宇
件
の
審
思
に
お

v
で
、
白
す
人
が
株
ぃ
一
で
あ
る
こ
と
を
鼎
マ
っ
た
場
合

い
は
、
を
の
喜
辿
終
結
ま
で
の
問
に
恒
叫
持
半
通
口
付
が
さ
れ
る
F

と
を
長
「
る
も
の
L

併
す
る
の
が
転
中
」
と
あ
る
一
と
し
た
、

本
決
定
内
原
誉
主
ど

C
は
、
－
ヤ
山
川
柊
一
寸
山

1

止
の
中
斗
に
い
克
げ
つ

C
恒
出
株
主
民
社
が
必
要
と
す
る
も
の
、

2
品川山小】下山
d

止
の
山
申
立
て
悶

岡
山
ベ
ベ
ぷ
恒
別
法
工
透
却
を
一
ぞ
っ
必
要
が
あ
る
と
す
る
も
の
、
冷
一
僻
培
｛
決
疋
ー
町
立
事
件
の
審
埋
終
結
ま

P
L慣
加
味
辺
ー
耳
一
主
計
う
忠
商
久
一

ーj
あ
る
と
す
7

ぬ
も
の
、
一
亡
し
他
は
決
定
時
立
体
唱
は
少
数
枚
上
権
斗
に
該
当

L
な
い
の

C
M
U続
十
f

通
知
は
T
h

安
で
あ
る
と
J
9
る
す
も
の
‘
に

判
断
が
分
か
れ
て
い
七
一
こ
ろ

本
決
定
は
h
h
J
m
！

r↓
ぬ
を
採
る
て
と
JE
叫
ち
か

μ
し
れ
も
の
で
あ
と



一
店
）

ま
た
、
土
店
時
間
省
担
当
村
山
解
説
で
も
「
館
別
株
、
有
者
加
は
、

4
数
株
十
抗
日
与
一
れ
行
中
誌
の
際
に
自
己
が
株
ー
で
あ
る
－
一
〆
－
を
発
行
失
往

に
糾
い
ん
し
て
い
心
抗
寸
る
と
め
の
対
抗
要
件
に
す
ぎ
ず
、
訴
訟
要
件
で
は
な
い

そ
の
た
め
、
有
効
な
個
別
株
品
切
今
一
欠
く
状
態
で
訴
え

生
J

が
提
起
さ
れ
ど
場
合
一
、
あ
日
て
ら
、
当
該
芯
ス
ヰ
j

が
信
叫
ん
い
に
小
適
法
と
さ
れ
る
ム
乃

C
は
な
い
こ
し
乙
は
当
然
ご
あ
る
の
ま
犬
、
当
該

訴
え
与
の
手
続
に
お
い
仁
、
売
行
会
計
が
当
該
少
数
枚
上
権
斗
を
打

v
K
Lょ
う
と
す
れ
平
自
の
汁
抗
出
k
u
竹
内
ヘ
扶
を
争
わ
な
け
札
は
、
対

い
仇
要
件
川
同
ハ
憶
の
告
恒
は
酔
叩
岬
の
対
象
と
は
な
ら

4
い
の
で
あ
っ
て

発
行
会
社
か
h
対
抗
要
汗
の
欠
械
が
苧
わ
九
た
と
き
に

当
該
少

円
以
株
＋
f

潅
等
を
r
も
使
し
よ
う
と
す
る
昌
が
恒
別
件
ぃ
上
過
訟
を

L
て
対
抗
世
作
会
一
呉
川
市

L
た
こ
と
を
主
張
、
。
日
比
ず
れ
ぽ
足
り
る
一
い
し
さ

れ
て
L
t
l
y
一
こ
ろ
で
あ
る

以
を
整
理
ず
之
と
、
訟
判
所
に
対
し
て
行
使

rる
ル
ア
数
株
ム
ア
権
等
に
つ
い
て
は
、
発
行
会
社
が
対
抗
要
件
の
か
、
紋
を
争
わ
な
け
れ

ば
個
別
株
」
了
長
知
在
し
し
行
使
が
認
め
ら
れ

一
発
行
会
社

v
F
F
A、
！
ト
少
設
株
王
権
寺
の
行
肢
を
認
め
止
の
と
同
じ
結
果
と
考
え
た
h
h

指＂＇制反における「明知 j怜ギ周知一の主主持

発
わ
会
什
が
対
抗
曲
安
件
の

11uキ
豆
半
っ
た
場
合
に
は
、

市
J
U
F

要
に
な
る
も
の
に
号
、
え
ち
れ
る
べ
弘
明
ノ
打
A
4
1
F
1
7

て
辻
、
裁
判
吋
に
ハ
ん
す
，
宝
丁
紀
じ
際

L
て
出
主
人
辛
子
株
一
で
あ
る
こ
と
を

2NJML

Z
）

、j

、

発
わ
会
日
刊
に
対
す
る
対
抗
安
件
を
惰
2
ん2
Q
ど
め
｝
円
相
川
山
株
主
通
知
が
必

亡
し
る
f

v

げ
に
も
、
少
数
株
ム
権
↑
守
の
ね
伎
で
あ
る
い
凶
上
は
似
別
株
主
通
知
を
ぷ
め

L
の
が
白
状
ー
で
あ
向
、

一
存
創
出
？
じ
お
い
て
／
。
抗
安

件
の
か
へ
献
を
争
入
J
U九
果
、
帯
同
一
等
の
終
結
ま
で
の
訪
に
個
別
怜
士
通
知
が
な
さ
礼
る
も
の
と
忠
わ
抗
る

J》

全
株
懇
の
株
式
取
扱

規
程
壬
一
つ
ル
第

一
条
は
、

1

少
数
株
宇
議
等
己
主
当
会
叫
引
い
対
し
こ
直
銭
ノ
L
耐
に
す
る
と
主
一
は
、
世
引
折
、
γ

土
通
句
の
曲
中
市
山
会
一
中
十
人
ず
る
旨

を
｛
定

O
C
い
る
η

こ
れ
は
、

i
記
内
、
ド
し
お
れ
、
単
記
上
渦
中
vr式
の
買
収
請
求
リ
悼
持
、
請
求
正
取
え
ハ
、
口
吋
皆
同
時
識
調
う
必
要
な
延
認
を

じ
っ
F
I
、
い
る
協
合
会
一
明
日
d

た
し
た
も
の

C
あ
る
が
‘

及
川
市
に
対
し
て
計
仇
す
る
山
γ
数
味
、
一
権
等
に
つ
い
て
慣
明
晩
辺
ー
耳
一
の
咋
川
会
一
ボ

要
と
す
る
こ
と
を
広
ヨ
し
と
も
の
じ
な
い
の
は
↓
弓
つ
ま
で
も
な
い

U

先
行
会
計
い
対
す
る
経
机
行
慌
ど
裁
判
所
い
一
刻
す
る
手
続
の
以
々
が
必
店
主
と
な
る
も
の
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少
叫
叫
株
土
挫

3τに
は

必
安
と
な
る
も
の
が
あ
る
）
バ
古
JW悶
係

に
討
す
ゐ
住
利
行
局
点
こ
設
判
耐
に
お
「
る
子
続
的

会
一
分
け

経
J

れ
が
ま
よ
ト
河
す
る
権
利
行
使
が
%
に
な
る
も
の
と
し
ザ

反
対
株
主
の
株
式
買
取
古
川
口
権
や
株
主
代
表
詐
訟
限

ま
｝「

まι
や在

発
む
ム
コ
村
一
い
吋

γ
る
旭
法
な
也
利
「
T
続
十
一
（
引
山
花
に
批
判

株
主
稔
ん
山
判
村
態
請
求
権
な
ど
が
あ
る

ヂ
れ
」
η
ー
の
権
利
に
つ
い
一
ー
は

エT

｝
士
死
三
一
一

J
l
J
J
ハ
ノ
：

v
f
t
コ
1

1
こ
j

iu
－
－
ヲ
ノ
q
T
d
加
古
F
f
J
1
7
ゲ

4
1
4
A
C
J
d
，G
ナ

ダ

少
な
く
ど
も
公
社
，
ぃ
対
す
る
潅
刈
刊
行
伎
に
際
し
て
福
引
株
主
通
知
が
卦
安

才
、
そ
の
イ
h
X

小
刀
法
判
一
則
子
ド
お
け
る
干
続
ド
際
し
て
は
、
活
別
待
十
f

埠
託
会
一
長
安
と
解
す
る
も
の
民
法
し
乙
解
す
る
も
の
な
ど
見
町
が
八
刀

か
れ
ピ
い
る

と
こ
ろ
が
、
最
近
の
刊
河
守
、
発
行
会
社
に
対
ヂ
る
経
一
札
行
慌
に
躍
し
て
必
ず
し
も
畑
町
株
主
通
泊
を
な
す
必
要
は
な
L
ど
断
司
る

三

川
門
司
一
月
二
一
八

U
忌
高
裁
決
疋
は
、
普
及
株
式
を
全
部
以
得
条
駅
付
同
封
株
式
と
す
る
疋
款
企

も
の
が
羽
れ
た
一
オ
な
わ
ら

平
成

更
！

hmrhL
正
反
対
株
1

エ
が
株
式
白
川
県
請
求
権
を
汀
慌
し
、
当
該
株
主
が
た
社
法

条

市
明
に
恭
づ
き
山
貝
取
F

格
氏
一
七
心
中
点
一
一
t
、
を
し

た
事
実
｝
円
お
い
て

払
苓
株
式
に
f
J

い
て
株
式
買
取
訪
れ
本
を
J

X

け
た
株

d己
的

成

← 

一
月
七

U
最
高
段
伏
｛
主
ム
句
、
安
出
し
、

式
会
み
が
ー
買
収
締
約
の
決
定
の
い
同
r
午
、
に
係
る
事
件
の
審
旧
日
一
に
お
い
て
、

224£dyJ
に
告
が
株
三
、
あ
／
YLζ
を
品
7

J

〉～同市
ι刊に

は
、
そ
の
溝
型
終
結
ま
で
の
向

μ
個
別
株
三
沼
知
、
ケ
さ
れ
る
こ
と
を
安
す
る
も
の
ζ

閉
店
さ
れ
る

上
記
的
関
は
、
桜
替
株
l

凡
に
つ
い
て

株
式
z
H
山
川
市
内
求
を
♂
を
け
ん
株
式
会
併
し
か
立
問
ぷ
を
し
た
予
が
怜
ム
一

J

て
あ
る
こ
と
を
争
以
た
時
y
K
で
ほ
に
当
校
株
式
に
つ
い
L

長
砕
機
関

の
取
扱
い
デ
嵯
止
さ
九
て
い
た
山
町
～
亡
あ
っ
て
も
、
点
な
い
つ
な
川
と
し
て
い
匂
υ

弘
前
門
同

本
事
仏
死
亡
は

山
許
取
川
認
決
疋
小
中
i
仁
丹
駅
い
買
取
請
求
の
対
象
綜
式
は

l
場
党
d
と
な
り

振
替
識
調
に
上
る
取
扱
い
ら

礎
止
さ
れ
、

冊
減
持
、
土
返
iH一を
「
1
う
こ
と
は
で
主
な
い
か
内
、

結
論
に
お
い
て
は
、

発
行
会
社
に
対
す

時
点
て
は
川

τ
さ
九
て
い
ゐ
口

る
反
対
綜
主
の
買
取
請
ぶ
が
ι
ハ
湾
法
「
あ
コ
ム
J
J
一
と
じ
な
h
、
発
」
h
A片
山
社
し
刈
す
る
権
利
行
伎
時
し
悟
日
川
件
、
上
通
ι

加
を
要
す
る
号
え
刀

一
相
違
止
な
い
一

L
Vし
、
売
行
会
計
い
対
す
る
刻
刊
川
市
此
件
そ
か
ヘ
川
た
不
通
J
M
な
合
数
株
干
権
等
的
行
使
が
、
た
ま
た
ま
諸
行
会
祈
片
一
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U
T
d
F
る
r
j
結
引
の
民
に
叫
ん
判
所
ご
の
子
被
へ
J

利
用
一
で
き
る
権
利
で
あ
つ
だ
土
め
に

2

「
一
法
裁
判
附
で
の
子
時
間
一
市
で
た
行
会
叫
に
芯
す
る
対

払
要
件
を
筒
、
。
～
れ
い
ば

当
初
の
少
民
株
主
住
専
の
行
使
ド
h
Fか
の
ぼ
っ
亡
、
制
法
王
認
め
り
れ
る
所
論
に
は
続
開
会
式
協

t
yる
を
惇
な
い

ホ
ー
最
前
栽
以
｛
疋
の
射
程
は
定
か
で
は
な
い
が
、

た
と
え
ば
株
宇
総
会
招
集
請
止
措
い
つ
い
て
、
株
f

主
総
会
新
味
許
叱
山
甲
す
こ
の
Jq
世間柑

終
結
ま
と
に
恒
別
院
、
土
品
川
配
M
L
Lわ
れ
た
と
し

c
b
出
別
鴨
川
」
下
姐
知
じ
は
中
出
λ
／
お
じ
止
日
ま
で
の
ハ
か
可
円
と

へ
い
口
一
仕
の

右
状
況
し
か
確
訟
で
き
な
い
た
め
、

発
計
会
社
干
し
刻
す
る
需
刊
刊
／
十
九
出
向
TH
で
六
か
刀
打
郁
続
深
有
史
料
川
を
満
た
し
て
い
ん
か
、
？
っ
か
は

明
ら
か

C
な
い

柏
町
市

ι吋
い

先
行
会
社
に
対
す
る
権
利
行
慌
時
山
’
ご
継
続
A
w
h要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
じ
d
h

か
か
わ
ら
ず

J
wつ
金
権
れ
行
使
が
減
法
と
攻
り
扱
わ
れ
る
危
険
が
あ
る
よ
う
に
官
わ
れ
る

発
行
会
社
と
し
て
は
、

rr引
渡
り
、

や
J

数
株
、
に
工
私
与
の
行
問
に
際
し
て
個
別
林
、
一
直
対
日
？
な
け
れ
ば
不
、
掘
法
な
稚
利
行
悼
と
山
小
扱
わ

J

I

L

l

亡

、

さ
と
を
荷
オ

人
口
で
怯
れ
’
わ
伎
を
作
山
部
よ
る
以
上
そ
の
後
の
買
収
包
格
の
協
一
設
な
「
も
行
わ
れ
な
い
？

τ
E
1ご
庁
品
。

指＂＇制反における「明知 j怜ギ周知一の主主持

ん次｝
1
ι
批
判
併
に
対
斗
3

／
μ

手
続
が
先
に
な
る
も
の
と
し
て
、
取
締
没
公
一
一
事
認
問
ι長
胎
写
請
求
権
な
と
が
あ
る
U

P

一
の
同
時
九
、
ん
判

川
に
貯
す
る
ア
続
に
際
ー
て
、
個
別
株
主
連
加
が
「
れ
わ
れ
ず
、
か
っ
、
発
「
わ
ん
ば
色
じ
同
す
HPJυ
株
主
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
ベ
主
一
事
情
が

あ
れ
ば
、
発
ノ
ザ
出
社
は
だ
い
仇
要
件
の
う
へ
紋
を
争
う
こ
と
で
、
そ
の
荏
胆
終
結
ま
で
の
河
に
個
別
株
主
通
知
が
な
さ
れ
る
一

さ
ら
に
、
決

判
所
の
許
可
決
定
を
待
て
、
た
行
会
一
軒
に
日
的

L
て
只
休
的
な
権
利
ノ
汀
伎
を
行
う
際
も
、

h
N
－
汀
ム
ー
が
ん
は
、

原
則
と

L
て、

制
別
株
主
通
知

を
求
幻
？
心
、
ら
の
と
也
わ
れ
る
に
こ
の
場
企
J
h
v

、
ヘ
エ
hw怨
の
株
式
取
扱
税
程
F
H
L
F
ル
第

れ
ヘ
ホ
の
泡
泊
が
あ
る
と
考
え
り
れ
る
か
り
こ
あ

フ
匂
。

I
J
」
i
p
J
1し

円
以
判
所

C
ハ
手
続
で
慎
別
性
土
通
駐
仏
J

行
わ
れ

そ
の
到
達

E
か
い
り
川
週
間
以
河
い
発
行
会
社
い
い
対
す
る
権
利
わ
松
が

な
さ
れ
て
い
る
し
に
さ
は
‘
f

ナ円引切な一
1
泌
科
、
＋
通
止
が
あ
る
と
l
い
か
ら
、
あ
ら
た
め
ピ
情
叫
株
主
、
官
一
弘
幸
一
点
め
る
て
と
は
こ
き
な
い
と
考

一
明
日
、
ー
が
あ
ら
た
め
て
個
別
品
川
上
過
ル
か
↑
行
へ
と
と
を
拒
絶
す
る
は
吻

p
hは、
発
行
人
山
村
が
情
報
提
世
パ
諸
点
複
を
行

え
ら
九
る
口

宇
品
れ
ん
‘

使

L
ご
、
会
計
い
対
す
る
経
机
行
慌
時

U
Eも
株
上
ど
あ
る
こ
と
を
権
弘
、
宇
る
こ
と

み－

'"・ V ノ
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叫
小
拭
凶
枠
十
九
の
株
土
が
株
式
買
収
ユ
日
求
を
レ
ょ
う
こ
「
る
ぬ
ら
け
に
は
、
買
収
請
1

ぷ
対
象
株
式
ん
三
、
あ
ら
れ
ゲ
じ
め

が
開
設
す
る
支

取
戸
出
へ
の
桜
山
伸
一
は
千
百
を
じ
な
け
引
ば
な
ら
な
く
な
る

l 
(c) 

F

」
れ
を
前
提
と
す
る
と
、
玲
一
討
会
社
以
買
取
じ
内

2
J阜
市
お
む
つ

い
山
口
取
請
求
対
訣
抹
式
が
桜
り
替
、
ズ
九
札

C
い
る
こ
と
を
昨
認
で
さ
札
ば
、
引
八
点
、
九
日
惜
別
株
」
下
姐
ー
札
一
を
止
め
る
ま
で
も
な
い
上
、
）
に
も

回
心
わ
れ
る
n

f
？
絞
め
丈
時
的
対
応
は
、
出
杭
品
口
機
調
、

発
行
九
山
社
、
対
名
簿
管
理
人
な
と
司
係
者
が
付
加
誌
の
う
乙
惇

ut

口
山
別
行
川
押
税
調
、

す
る
こ

2
に
な
る
と
用
品
わ
れ
る
が
、
川
1
＋
冗
未
満
件
式
内
宵
取
ゐ
求
と
同
様
の
守
〈
守
T
t
l
ム
じ
か
検
討
三
一
れ
る
こ
と
ド
な
ゐ
か
も
し
れ
な
い
川

指＂＇制反における「明知 j怜ギ周知一の主主持

一i

神
田
長
抑
監
柊
若
「
杭
券
戸
時
子
化
セ
刊
一
γ、
持
と
呼
ι
行

i
の一一
J

べ
し
」
f

拾
制
財
政
事
情
問
究
会
、
丸
山
M

一2

以
ト
、
土

μ
決
制
度
内
説
明
ロ
円
一
討
に
は
、
「
保
管
探
守
制
度
」
に
つ
い
て
は
「
ね
外
出
一
括
叫
コ
機
関
、

1

抵
苔
制
反
」
に
つ
い
こ
は
ー
ロ
秘
書
紋

自
民
れ
吊
詰
売
川
L
、
円
国
、
体
的
主
手
校
等
の
込
山
一
山
分
で
は
一
被
搭
」
の
司
語
音
羽

p

ぎ
に
と
す
の
V
U

一3

新
社
内
走
行
の
場
ム
ロ
白
山
花
vMl一
通
志
に
よ
ら
ず

1u
株
土
名
と
に
堂
諒
さ
れ
る
（
会
社
法
一
一
一
朱
境
号
、
提
比
子
治
一
六
一
条
一
羽
一

一月
L
J

陥
時
長
一
一
で
一
主
一
れ
｛
七
づ
る
告
の
事
憎
い
れ
ん
生
l
）
な
い
怯
打
、
沼
市
、
発
↑
会
社
は
事
業
午
度
末
一
期
末
問
中

y

基
準
h

か
つ
議
決
梓
草
学
三

と
月
間
苅
士
J

中
間
配
当
基
準
ぺ
小
問
問

JH
制
定
費
税
制
川
し
て
u

な
げ
い
場
合
1
同
検
一
J

回世
um
法
一
五
一
条
一
泊
四

H
2
m
q一
回
、
総
株

土
返
却
を
一
一
記
住
、
株
土
品
湾
省
一
更
新
す
る
ニ
と
に
な
必
ま
た
、
店
半
按
配
当
を
完
旅
「
Q
弘
7
f
打
会
L
4
t
は
、
各
川
口
出
～
4
h
〔

m
N
ヰ
町
一
ず
配
当

本
字
H
一
円
立
河
川
、
州
市
川
竺
T
M四
’
出
場
受
引
’
v
、
体
干
竹
内
叶
キ
更
新
J
1

る
こ
と
一
L
E
る
υ

一
一
日
先
行
会
什
ー
は
、

t
J
L
ー
な
迎
羽
つ
あ
φ
場
丘
、
基
半
日
等
の
味
、
一
賠
定
日
以
内
円

H
の
J
私
立
味
千
晶
一
訟
を
請
求
す
る
こ
と
か
で
き
る
戸
張
存
法

一
斗
一
条
ヘ
虫
〉
ο
「
正
当
な
浬
庫
」

v一J
J

い
て
山
、
副
手
受
店
内
決
パ
J

制
官
昔
、
平
日
怒
談
会
1

よ
リ
「
詑
託
料
主
的
一
切
ル
万
円
J

請
求
a

信
報
提
供
詰
求

に
お
け
る
－
什
uyl
な
前
川
町
ι
マ
コ
い
て
の
解
釈
荷
引
」
J
U

一7
4
5
、ぃ

ε
宮
吾
＼

4
3
2
一
弘
江
戸
ミ
セ
＼

E
dロ
ユ
手
伝
己
主
、
牛
々
、

5
足、一
E
E
E
F
v口、

｛ニ川
vn
＼凶

T

（ニ｛）｛）吋一〉
4
F
〕
《
リ
ラ

υ

コ
ロ
一
始
周
作

Lhι
「
引
で
川
一
ん
の
川
改
正
之
計
決
の
群
説
電

f
八P
A

制
性
抹
赤
等
不
人
F
U
M性
の
千
人
、
支
二
句
汁
樹
事
法
務
じ
一
ー
ハ
号

一
＋l

斗
円
一
止
一
一
＼
に

一7

一
部
通
知
一
L

の
白
山
！
の
場
合
は
、
加
入
有
が
開
設
し
一
い
る
回
日
没
付
機
民
以
外
の

μ忠
世
初
日
↓
破
防
の
口
堅
い
お
し
て
市
白
せ
る
対
象

銘
柄
を
汁
め
て
活
ι

川
の
対
象
J
す
乙
必
別
抹
－
通
知
〔
以

r
一
ふ
了
川
辿
一
地
」
」
い
～
よ
り
述
－
M
口
と
比
較
し
お
崎
山
円
、
叫
円
ー
バ
佐
「
円
程
で
一
一
川
凸
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長

H
H
く
げ
認
に
刈
ヒ
れ
。
一
、
章
一
忠
弘
正
史
知
コ
一

e
N版
一

こ

一J
3

悦
棋
は
、
円
h
v官
坪
除
制
河
刀
J
J
J内辺町

tcれ
る
山
寸
人
苦
情
根
号
ι
T
L
f
J
J
f
、μ
件
以
9

－
ご
い
る
引
入
茸
情
報
堂
銭
淳
に
本
づ
一
い
亡
、
報
丹
依
椋

f
H
問
問
を
特
定

t
ツ
Q
1

5
～
州
市
再
依
拍
光
松
悶
ぷ
J

存
止
し
な
い
持
今
二
部
品
一
知
の
中
山
が
れ
わ
れ
と
場
台
J
r
h
r

む）

L
I、
「
細
別
抗
土
報
再
依
頼
デ
タ
」
の
沼

知
全
一
打
わ
な
し
f

主
務
処
澄
耐
火
活
一
2

一
－

M
収
一
一
一
（
＼
一
f

〉一へ一

一
的
一
記
録
化
切
入
者
口
山
中
↑
ド
」
一
一
は
、
間
前
株
ム

ω
判
寸
る
活
別
株
ヱ
活
組
対
象
銘
柄
で
あ
る
拒
詩
梓

h

パ
？
？
、
震
出
世
ま
寸
J

ば
一
読
川
山
花
虫

等
円
目
的
レ
一
二
、
仰
の
加
人
当
山
口
市
十
じ
記
載
ま
に
は
記
録
詰
ど
、
い
る
山
則
合
一
ー
ド
、
当
会
的
の
班
一
ヘ
奇
ハ
記
向
先
杭
一
人
有
一
円
リ
一
品

b
係
品
川
り

入
者
「
時
コ

1γ
主一れ｛七
4
1
L
4乗
務

処

理

要

粍

一

了

州

版

一

ひ

一

心

）

ロ

一
円
一
一
判
官
同
限
口
に
は
、
初
土
口
依
頼
先
機
関
が
陛
山
政
口
時
世
F
R
場
一
院
で
あ
ゐ
と
き
は
、
ァ
ー
別
背
ム
通
知
幻
申
山
民
次
グ
て
タ
」
を
機
構

い
か
に
ム
ザ
L
h
一
口
の
押
せ
い
紫
円
1
0
M
L
h
H一拝
L
て
一
己
券
、

U
H
の
H
、
報
告
依
頼
先
機
田
川
元
同
長
口
防
止
廿
摂
検
出
ハ
で
あ
る
と
、
一
は
、
そ
の

l
p辺
機
出
ハ

（
松
山
間
を
除
く
）
の
政
い
に
山
門
こ
一
必
i
t
Hを
出
鼻
、

f－f一H
f設
定
す
る
（
法
務
地
理
事
活
で
一
旦
段
、
一
一
一
ハ

J

一
一
）
。

一

日

光

rh会
什
が
株
土
タ
ぃ
撞
皆
一
旦
人
骨
選
定
し
て
h

る
と
き
は
、
快
活
と
発
行
会
礼
ど
の
院
の
泊
加
品
、
出
夜
株
、
一
名
付
必
日
常
理
人
そ
泊
し
て
じ

一
口
前
村
山
正
r
j
一、

一
日
前
仰
向
じ
合
一
、

一日
J

こ
の
K
J
b
で
定
め
る
期
院
は
、
株
若
宮
r

ナ
化
制
法
的
地
／
汀
時
事
に
幻
い
て
は
一
一
湖
町
れ
」
と
包
れ
て
い
れ
Jが
、
少
設
t
n
L柱
望
的
行
前
刊
を

一
層
博
実
な
も
の
と

F
る
観
↑
ー
か
ム
、
平
成
一
一
平
一
月
一
一

H

係
者
渋
他
行
令
が
改
汁
さ
れ
、
「
同
河
川
間
」

1
一
正
反
さ
れ
」

ρ
る

f
l
ヘ
野

晃
弘
a

小
法
r
f志
一
社
告
、
持
弐
！
日
一
一
市
リ
張
一
一
廿
い
院
ず
る
法
律
花
行
令
心
一
部
を
改
汁
す
る
は
令
の
坑
礼
」
旬
刊
円
曲
事

μ務
八

ハ

ヰ

一

間

同
（
」
行

一時

i
A
、
野
晃
弘
－

A
訣
E
玄
草
川
桁
・
米
山
胡
日
仏
「
持
主
電
子
化
調
的
院
の
群
釈
上
の
諸
問
題
一
旬
刊
有
事
法
務
一
一
八
七
一
号
江
一
－
明
、
五

－J

同

一Q
O

一h
四
民
っ

与
口
一

前
畑
、
比
一

h
～
一
一
結
株
主
喧
し
川
す
の
間

4
・
4
1
u
F
徒
住
詰
ホ
ド
お
け
る

H
当
去
費
出
に
つ
い
て
の
解
釈
品
引
」
第
一
、

光一
U
会

f
uょ
2
1報
担
悦
詰
昔
、
は
林
之
詰
持
昔
疋
人
J
L
科
目
し
一
灯
、
，

－一

r
J一
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指＂＇制反における「明知 j怜ギ周知一の主主持

一
円
～
前
畑
、
比
一
川
、
一
、
ー
は
八
丘

J

一
判
引
に
と
え
ば
、

h

押
す
「
？
川
並
移
転
防
止
法
で
は
、
同
眼
科
専
ず
り
宗
転
免
許
詳
等
の
写
、
一
行
品
川
υ
1
一
受
け
れ
場
r
戸
に
は
、
刑
判
法
取
引
薄
九
時
川
毒
殺
を

恥
送
不
要
の
4
青
山
間
で
吋
J
γ
k
f
J烹
書
類
引
退
送
が
な
い
こ
と
が
々
も
）
て
木
人
住
去
を
す
る
、
と
と
詰
引
て
い
る
一
犯
持
に
よ
る
以
井
町
持
転

町
け
に
悶

3
Q法
也
凶
行
班
凶
一
条
政
一
川
ラ
川
、
c

一

叶

全
H
4
e

首
長
斗
川
内
一
一
六
日
一
号
八
戸
2

一
円
前
村
山
正

r
M
一、

h

一丘一

一例
U

ム
宋
川
、
地
方
法
判
所
司
事
剣
先
人
品
「
布
日
別
会
社
品
訟
H

2
市
一
一
塁
一
刊
山
内
々

f
ム
ス
什I
）
九
弘
ー
じ
白
は
、
持
土
託
会
決
誌
取
川
し
の
訴

え
に
つ

i
L＼
「
原
利
ノ
誌
終
結
一
H
ま
じ
に
個
別
い
れ
ヱ
河
川
い
九
’
さ
れ
た
士
一
勺
ば
、
町
叫
日
』
直
松
川
そ
れ
い
宇
品
在

ωど
山
肌
き
れ
る
レ
一
し
て
い
る
）

一
川
イ
～
民
主
一
会
・
」
「
科
秀
降
一
味
存
電
早
川
V
N
ガ

f
ト
フ
ノ
ク
」
一
同
事
に
？
二
臣
、
一
一
一
一
王
、
一
一
八
頁
は
、
株
一
件
、
表
訴
訟
相
官
円
一
認

は
訴
え
り
抗
日
仏
年
し
て
ら
判
引
制
士
通
知
元

ι専
で
あ
丹
、
ハ
ベ
対
抗
作
土
の
林
し
込
町
町
一
明
王
惇
は
買
取
価
結
決
疋
市

υマ
に
去
し
て
も
間
配
枕

土
通
知
を
要
L
q
る
と
、

J

て
い
る
カ
乳
実
的
な
↓
大
政
対
応
と
い
う
勾
点
？
勺
し
は
、

ι王
一
見
美
「
和
別
味
、
王
通
知
に
却
す
る
よ
入
務
社
応
「
庇

一
一
年
二
月
リ
ヒ
じ
最
高
裁
決
定
ー
と
す
川
小
山
尚
一
一
i

片
山
判
資
本
市
場
一
（

O
j寸
九
向
J

は
、
実
務
、
和
土
代
＋
氏
再
三
訟
提
起
栓
品
、
提
訴
詰
ド
レ
ハ
時
に

個
別
杭
王
通
知
が
な
4

れ
に
い
れ
ば
、
訴
え
の
佐
ム
E
t
v
つ
い
て
は
網
目
株

i

一
渇
知
山
不
要
と
市
さ
れ
、
民
社
株

i

一
の
株
式
民
取
請
求
惇
t
v
f
h
づれ一

酒
税
礼
1

U
由
ヴ
て
は
、
日
杭
ド
パ
買
収
詰
円
オ
惟

ω一U
慌
川
、
町
田
引
株
十
辿
測
が
あ
し
れ
ば
、
浩
一
円
汀
伎
は
説
法
ど
な
打
、
林
え
り
価
格
寸
旬
以
定
セ
さ

る
を
え
な
い
以
l
、
低
山
地
小
決
定
の
市
寸
法
を
、
体
ヱ
と
？

J

て
の
権
利
と
は
主
ノ
、
批
作
J
九
討
取
誌
求
権
行
崎
山
告
の
惇
利
と
捉
え
「
＼
粧
挑
抹
土
」
州
市

知
を
婆
し
な
い
と
町
一
－

rる
よ
レ
々
も
叶
能
で
あ
ん
一
フ
と
し
て
い
る
ま
h

、
ト
ト
一
伊
丹
除
ス
ヂ
J
7
7
F

ク
ス
4

L
ン
一
ン
い
科
目
活
除
決
定
申
y

事
科

目前
n
同
哉
氏
つ
の
い
一
い
討
」

FJ日
同
事
法
桜
一
九
一
九
ザ
一
一
一
円
辻
、
店
は
い
わ
紋
干
山
林
式
札
、
以
請
求
権
辻
、
権
利

i
使
や
ろ
～
げ
て
件
パ
の
畑
山
市
コ

い
て
の
協
イ
仙
寺
の
検
討

JrL士
け
F
K
T

ば
E
4な
し
以
i
、
会
社
山
町
一
定
の
也
得
点
一
行
伎
肘
九
回
甲

L
f所
持
主
通
知
、
か
y
必
要
ふ
唱
す
べ
長
円
で
あ
る
が
、

裁
判
所
に
汁
L
て
附
悼
決
定
川
行
中
寸
法
す
φ
阪
に
炉
刈
株
土
通
知
JF
必
安
L

解
す
る
か
レ
一
う
カ
ー
ド
つ
い
て
は
株
式
日
取
詰
主
権
そ
芯
破
ゴ
け

。
行
為
一
の
河
容
ヤ
廿
偵
の
笠
母
l
旬

I

R

j

f

h

も
具
志
乃
得
る
か
』
h
、
説
的
な
法
卒
h
〆
長
江
u
る
の
か
惜
し
い
と
証
二
た
ど
、
一
－
九
円
事
実
で

u
t

改
七
一
町
＼
判
中
古
上
州
立
一
叫
に
買
収
詰
本
惟
に
係
る
抵
守
和
式
の
記
録
が
ι£
く
な
り
‘
杭
＋
の
仰
で
個
目
株

i

一
周
知
を
行
、
1

主
じ
叫
が
な
し
状
患

に
陥
る
以
上
、
少
な
／
、
」
も
？
と
の
、
m

っ
と
事
業
に
つ
し
て
ま
で
也
別
抹
＋
必
却
を
喪
主
J
q
G
の
は
台
市
門
出
京
、
な
い
と
オ
る
〉
さ
ら
す
ヘ
味
＋
総

会
戸
山
集
一
芝
、
古
け
や
株
土
代
去
井
一
訟
提
円
一
倍
げ
に
じ
に
も
、
当
何
の
会
記
川
対
寸
る
権
利
行
校
『
｝
也
氏
枕
－
出
加
を
一
一
」
3
P
4
7
乙
前
い
す
に
w

の
は
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当
社
、
ャ
」
し
て
、
て
の
誌
の
裁
判
所
へ
の
濯
刊
行
山
阻
止
寸
守
つ
い
て
は
、
川
刊
＋
円
到
す
丹
、
沼
町
小
体
土
地
知
Jrf打
、
つ
物
…
包
H
U
・
帯
間
的
余
裕
竿
が
踏
ま
え

と
判
断
寸
る
こ
と
仁
な
ら
う
と
ヲ
／
て
い
る
η

一
方
、
車
i
R地
主
裁
判
一
北
川
弗
事
研
究
会
制
「
旧
制
加
日
現
役
付
訴
訟
一
判
同
u
r
ィ
i
ズ
在
一
一
一
／

J

R
は
、
発
行
三
汁
－
L

対
寸
る
は
対
地
沖
十
f

の
持
1
山μ
ほ
れ
詰
h
h

れ
慌
の
汁
悼
ん
に
際
7

f

h

恒
別
北
ヱ
通
r
出
し
ん
な
百
三
、
い
る
苧
」
と
を
前
社
に
、
杭
h
F
決
定

中
川
斗
て
に
桁
じ
て
立
個
別
状
下
品
川
刷
や
一
江
不
要
｝
一
炉
し
て

V
3
ょ
う
ぞ
に
あ
る

一
一
丸
町
ゴ
セ
＼
よ
3
4
d
w
バ
C
C
ユ抗告－二匂＼｝
E
H
U
H
E
てで丘＼担》ハ恒三一）日目品川｝日泊セハ片山

刊
刈
汗
沢
に
し
て
、
民
山
恭
（
株
式
巾
H
H

同一閉山一
ζ
9
4
別
株
ド
し
辿
泊
お
と
び
会
犯
に
よ
心
株
式
民
得
久
仁
ι
叶
プ
士
一
件

2
fリ
tJJ

〆

F
2
7ド

1
1
9
b

主

四
1

字
削
バ
ハ
〉
一
法
月
セ
ミ

d
1
1
パ
ヘ
九
E

J

一
一
七
問
、

一
6
J
今、
r

民
同
わ
の
開
閉
ー
一
千
一
花
山
畑
4
t

る
も
の
レ
一
し
て
、
苛
一
押
刊
注
y
d
J

仁
科
↓

前
畑
、
比
一
川
町
、
一
、
ー
は
ん
丘
「
U
J
J一ヘ

白
円
台

φr

追
引
川

住
伊
一
万
円
、
仁
科
秀
降

l

株
式
の
間
格
決
E
L
一
船
川
刊
株
上
通
知

七
只
に
設
？
と

旬
判
部
事
は
お
一

η
十ぃ

J
E
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